
尾北民商は５月３１日（日）に大口町健康文化セ

ンター４階ホールで定期総会を開きました。今回は

７０回目の節目となる総会で、尾北民商の各支部か

ら合わせて６３人が出席しました。

前田副会長が総会の開会を宣言し、近隣市町の日

本共産党議員６人と国民救援会から来賓のあいさつ

をいただき、江南市や大口町、県連・近隣の民商か

らのお祝いメッセージも紹介されました。

兼松事務局長から決議案の提案が行われ、休憩を

はさんで、各支部や共済会、婦人部からの代表発言

がされました。

伊藤常任理事からはNextＢＭ経営勉強会の今後に

ついての意気込みが、冨永常任理事からは民商マル

シェの今秋の開催と参加の呼びかけが行われ、また

決議案と決算・予算案は全会一致で採択されました。

また、会員読者の拡大や会費商工新聞代の月内集

金などで、目覚ましい成果を上げた支部が表彰され

ました。最後に新役員体制の選出とあいさつが行わ

れ、拍手に包まれて閉会しました。

中小規模の多数の業者の活動なくして地域経済は

成り立ちません。中小業者は営業を続けること自体

が地域社会への貢献です。

インボイスの負担、原油由来の輸入品の高騰・欠

乏、徴収行政の強化など、業者の困難が止まりませ

ん。だからこそ民商運動が必要です。尾北民商は地

域の業者の拠り所となれるよう活動を続けます。
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ニュース

第７０回尾北民商総会を開催しました！

倉敷民商弾圧事件の支援署名のお願い！
倉敷民商弾圧事件の新しい署名用紙をお届けしま

す。支援署名のあて先は裁判長であり、今回の人事

異動で事件担当が木村暁宏裁判長から三澤節史裁判

長に変わりました。過去に署名してくれた人も含め

て、友人知人から署名を募ってください。

２０１８年１月に「違法手続きに基づく判決」を

理由に地裁に差戻されてから、検察は有罪の

立証が出来ていません。国税局の担当官から

は「禰屋さんは国税局にとって参考人であっ

て容疑者ではない」との証言もされました。

この事件は、消費税の８％増税の前年に起

きています。納税者組織の運動を下火にした

かったのではと邪推できてしまう状況です。

２０１４年２月の逮捕から禰屋さんはずっと容疑

者のままです。差戻判決後から数えても、９年で４

人目の裁判長です。この停滞は禰屋さんの裁判を受

ける権利を侵害しています。

検察は事実を認めて起訴を取り下げるべきだし、

裁判所は無罪判決を下すべきです。

２０１７年３月 岡山地裁・江見健一 裁判長が不当判決

２０１８年１月 広島高裁・長井秀典 裁判長が破棄・差戻判決

２０１９年 地裁・後藤有己 裁判長（１年）

２０１９年 倉成章 裁判長に交代（４年）

２０２３年 木村暁宏 裁判長に交代（３年）

２０２６年 三澤節史 裁判長に交代


